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研究成果の概要（和文）：東日本大震災により被災した写真について、デジタル化されたデータのアーカイブを構築し
運用するとともに、地域住民自身による地域の歴史や復興状況に関する情報を蓄積する場づくり・SNSの導入などをお
こなった。被災写真返却・情報技術使用のための場づくりなどの主体は自治体・ボランティア団体などであり、本研究
は自治体等と連携しそれらを支援するものとして実施した。一連の研究により、情報技術を用いたツールを使用して地
域とそこに住む（住んでいた）人々の『思い出』を震災復興支援に役立てるとともに、地域住民を主体とする情報技術
ツールの地域内活用に関する示唆を得た。

研究成果の概要（英文）：We first built out an archive of the photos which were damaged during The Great 
East Japan Earthquake disaster and put the archive into effect.
We also made the opportunity to accumulate information about the history of the region and revival 
situation in parallel with introduction of SNS, social networking service to encourage interaction.The 
central character who had charge of returning the photos to their owners and making opportunities for 
utilization of IT, were local municipality and voluntary organization. This research served as an 
activity to collaborate with local municipality and others and to assist them.
Through series of these researches, we made use of the “reminiscences” of the community and the people 
who live (or used to live) there for reconstruction support for the earthquake-affected area by using IT 
tools, and were given an indication of locally-owned use of IT tools in a local community.

研究分野： 社会情報学

キーワード： 東日本大震災　アーカイブ　地域　宮城県亘理郡山元町
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１．研究開始当初の背景 
 東日本大震災の津波被害により、建物のよ
うな物理的な存在だけでなく、その土地・ま
ち・コミュニティにあった人と人とのつなが
り、伝えられるべき「思い出」までもが流さ
れた。物理的な存在は仮設住宅のように一定
の型をもって提供されうるが、人間関係や、
語り継がれるべき「まち・コミュニティの記
憶」といったソフト面での復興支援もまた必
要であった。特に広域災害であることから、
コミュニティの構成員がさまざまなレベル
で断絶されている・されてゆく（移動するな
ど）ことが予期された。これに対して情報技
術が有効であると推定した。 
 
２．研究の目的 
 津波によって流された写真のデジタルデ
ータを入力したアーカイブの運用等、情報技
術による具体的な災害復興支援をとおし、深
刻な被害を受けた地域社会において、情報技
術が「何を」「どれほど」救うことができる
のかを実証的に研究することが、本研究の目
的であった。「何を」の対象は、背景で述べ
たとおり、物理的存在ではなく、人間関係や、
語り継がれるべき「まち・コミュニティの記
憶」といった、いわば社会のソフト面であっ
た。情報技術自体の新しさより、それがいか
に使用されやすいかたちで提供されるか、い
かに多くの場で役立てられるかを重視し、さ
らに、情報技術そのもののみならず、これを
使用した「場」の役割についても研究対象と
した。 
 
３．研究の方法 
 前項で述べたとおり、本研究は「社会のソ
フト面での存在」を対象とする震災復興支援
をとおして情報技術に何ができるかを研究
するものであった。そのため、具体的には写
真などについて、情報技術を使用して人と人
とのつながり・記憶にアプローチする手法を
とった。具体的には、デジタル化した被災写
真を格納した被災アルバム・アーカイブなど
の情報技術を活用したツールの構築、それを
活用する場づくり、ツールの使用場面の観
察・改善などをおこなった。 
 さらに、地域住民自身による地域の歴史や
復興状況に関する情報を蓄積する場づくり
やきっかけづくり・情報技術を用いたツール
の導入支援・運用支援などをおこなった。す
なわち、本研究の方法は、技術開発・支援活
動を主たる場としたフィールドワークによ
るその適用および検証であった。こうした研
究の性格上、研究の場は宮城県亘理郡山元町
という一地域に特定された。なお、本地域は
被災当初、地震と津波による甚大な被害を受
け、なおかつ防災無線の倒壊などにより、情
報の流通が不十分な状況にあった。 
 本研究では、一連の研究をとおして、地域
住民を主体とし、伝えられるべき「思い出」
を用いたソフト面での復興支援の手法につ

いて実践的に研究した。 
 被災写真の地域住民に対する返却・情報技
術を用いたツール使用のための場づくりな
どの主体は、当地の自治体・各種ボランティ
ア団体・地域住民自身による団体などであり、
本研究はこれらの団体と連携し、情報技術に
よる支援をおこなうものとして実施した。 
 これらをとおし、情報技術ツールを用いて
地域とそこに住む（住んでいた）人々の『思
い出』を震災復興支援に役立てるとともに、
地域住民を主体とする除法技術ツールの地
域内活用に関する実践的な知見を得た。 
 
４．研究成果 
 第一に、対象地域においては、津波によっ
て流された写真（被災写真）が保管されてい
たが、このすべてがボランティア団体（「思
い出サルベージアルバム」、本研究とは別団
体、本研究分担者・柴田が顧問）などによっ
てデジタル化され、自治体である宮城県亘理
郡山元町役場が主体となって地域住民に対
する返却が実施された。本研究では、このデ
ジタル化された被災写真を格納した被災ア
ルバム・アーカイブ（図 1）について、設計
や使用場面等に関する考察をおこなった。被
災アルバム・アーカイブは被災写真が拾われ
た地域などにより検索が可能なシステムで
あるが、デジタル化された写真が格納された
段階で完成するものではない。被災者による
写真検索時に「自分がなくした写真ではない
が、知っている人が写っている」「知ってい
る団体の行事で、おそらく○○年ごろのもの
である」といった情報が想起されることから、
これをタグとして入力する機能などがそな
えられ、「思い出」の想起や共有という目的
にしたがって技術的な検証もおこなった。詳
細を報告した主な文献は論文⑤、学会発表④、
図書①である。 

図 1 被災アルバム・アーカイブ 
 
 第二に、地域住民自身が写真をはじめとす
る「思い出」ないし未来の「思い出」となる
記録を蓄積・共有するためのツールづくりや
その導入・運用支援をおこなった。対象地
域・宮城県亘理郡山元町には被災直後から臨
時災害放送局が開局され、本研究期間終了時
にも運営が継続されている。そこで、ラジオ
放送というフロー情報をストックすること



によって補完し、地域外への発信も可能にす
るブログ（図 2）の導入等を支援した。詳細
を報告した主な文献は学会発表①、図書①で
ある。 
図 2 臨時災害放送局のブログ 

 
 また、復興が進むにつれ、地域住民自身に
よる「思い出」共有と発信の需要が観察され
た。町内に残ることができ、住宅等を得るこ
とができた場合でも、津波被害により移動を
余儀なくされ、町内会レベルでのコミュニテ
ィは大きな傷を負っていた。地域住民の情報
技術活用のスキルを上げながら、情報技術に
関連する需要を調査する場を設け（詳細は雑
誌論文②、学会発表②）、情報技術を用いた
「思い出」共有の場として SNS を導入、地域
団体によって写真等の蓄積や交流に使用さ
れていることを確認した。 

図 3 地域住民が SNS に投稿した復興状況の
例 
 
 なお、これらのブログ・SNS は本研究期間
終了時にも自主的に運用されている。 
 これらの研究をとおし、人間関係や語り継
がれるべき「まち・コミュニティの記憶」と
いった、いわば社会のソフト面が災害等によ
って深い傷を負ったとき、情報技術が傷つい
たつながりやうしなわれる危機にある記憶
を支援しうることを確認し、その具体的な手
法をいくつか示した。 
 今後の展望としては、情報技術を用いて蓄
積された「思い出」情報、災害復興支援手法
について、地域内での活用を継続するととも
に、外部への公開をおこなうことが挙げられ
る。具体的には、地域住民自身によって蓄積

された「思い出」ないし未来の思い出となり
うる写真等について、選別の上で外部にも公
開することにより「まち・コミュニティの記
憶」を復興情報として発信するという企画が
立ち上がりつつある。また、臨時災害放送局
については、その放送ノート等の資料が復興
記録として地域内での教育等に活用されう
ることから、本研究代表者が臨時災害放送局
の責任者とともに、この記録をアーカイブ化
する予定である。 
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